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地 域

自立して心豊かに生きる 未来を創造する 鳥取県の人づくり

健やかな心と体づくりの推進
○生徒指導上の諸問題の未然防止、早期対応
○学校体育の充実 ○運動意欲や体力・運動能力の向上
○健康教育（学校保健・学校安全・食育）の充実

幼児教育の充実 遊びきる子どもの育成
○幼児教育・保育と小学校教育の相互理解及び幼保小の円滑な接続
○幼児教育・保育と小学校教育の充実

確かな学力の向上 「とっとりの授業改革【１０の視点】」
○「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善
○組織的な教職員の指導力向上
○少人数指導、ティーム・ティーチング等の効果的な指導の工夫
○優れた指導力を有するエキスパート教員の活用
○ＯＪＴの推進、授業研究会の工夫等による若手・ミドルリーダーの育成

特別支援教育の充実
○各園・学校における支援体制の整備と充実
○個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成と活用
○実態に応じた教育課程の編成 ○個に応じた指導・支援の充実

豊かな人間性、社会性の育成
○人権教育の充実
○自然体験活動やふるさと教育の推進

○学校図書館の充実（読書センター・学習センター・情報センターの機能の充実）
○体験活動、問題解決的学習を重視した道徳教育の充実 ○キャリア教育の充実

社会の進展に対応できる教育
○ＩＣＴの活用・推進による学力向上 ○英語教育、手話教育、環境教育の推進

幼児教育センター
平成29年4月開設

学校図書館支援センター
平成27年4月開設（県立図書館）

確かな学力の向上 健やかな心と体の育成

幼稚園・認定こども園・保育所

園 ・ 学 校

中学校

特色に応じた
小中連携

円滑な
幼保小連携・接続

学びの連続性を生かした
高等学校との連携

家 庭

～教職員、保護者や地域の人々、専門スタッフ等の連携・協働体制の構築～

社会に開かれた教育課程の実現

目標共有 資質・能力の明確化 社会との連携・協働

教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出す

「カリキュラム・マネジメント」 教科等横断 ＰＤＣＡ 資源活用

学校、家庭、地域が連携・協働し、
ともに子どもを育てる

２ 鳥取県学校教育のめざすもの

小学校
特別支援学校
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＜今後の学習指導要領改訂に関するスケジュール＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

平成３０年度から先行実施 
＊特別の教科道徳、総合的な学習の時間及び特別活動は、新しい学習指導要領によること。 
＊新学習指導要領の外国語活動及び外国語科の内容の一部を加えて必ず取り扱う。外国語活動で、第３、
４学年は１５単位時間、第５、６学年は１５単位時間増加させた５０単位時間とし、総授業時間数が
第３学年から第６学年まで各学年において１５単位時間増加。 

＊国語、社会は、全部又は一部について新学習指導要領によることができることとするが、現行学習指
導要領による場合には、新学習指導要領に定める内容の一部を追加又は適用する。 

＊理科は、現行学習指導要領の一部を省略する。 
平成３０年度から学校の判断で先行実施 
＊移行期間中に新学習指導要領に規定される外国語科及び外国語活動の授業時数及び内容を指導する
ことが可能。  

＊生活、音楽、図画工作、家庭、体育は、全部又は一部について新学習指導要領によることができる。 
平成３０年度から国が教材を整備・配付して先行実施 
＊算数は、移行期間中に指導すべきとされている内容に係る補助教材の配布を予定。 
＊外国語活動は、指導すべきとされている内容に係る補助教材を平成２９年度中に配布予定。 

小学校 

平成３０年度から先行実施 
＊総合的な学習の時間及び特別活動は、新しい学習指導要領によること。 
＊数学は、新学習指導要領の一部を追加又は適用。また、それに応じて現行中学校学習指導要領の一部
を省略又は適用しない。 

＊国語は、新小学校学習指導要領により小学校等で新たに学習することとなる漢字を必ず取り扱う。ま
た、新中学校学習指導要領に定める内容の一部を追加。 

＊理科、保健体育は、現行学習指導要領に定める内容の一部を指導学年を前倒して実施。また、新学習
指導要領の一部を追加又は適用する。それに応じて現行学習指導要領に定める内容の一部を省略又は
適用しない。 

平成３０年度から学校の判断で先行実施 
＊道徳及び特別の教科道徳は、平成３０年度においては、全部又は一部について新学習指導要領による
ことができる。また、平成３１年度および平成３２年度においては、新学習指導要領によること。 

＊社会は、全部又は一部について新学習指導要領によることができることとするが、現行学習指導要領
による場合には、新学習指導要領に定める内容の一部を追加又は適用。 

＊音楽、美術、技術・家庭、外国語は、全部又は一部について新中学校学習指導要領によることができ
る。 

平成３０年度から国が教材を整備・配付して先行実施 
＊数学、理科は、移行期間中に指導すべきとされている内容に係る補助教材の配布を予定。 

中学校 

３ 移行措置について   

２９年度
（２０１７）

３０年度
（２０１８）

３１年度
（２０１９）

３２年度
（２０２０）

３３年度
（２０２１）

３４年度
（２０２２）

改訂

３０年度～全面実施

３２年度～全面実施

３３年度～全面実施

３４年度
～年次進
行で実施

教科書検定 採択・供給 使用開始

教科書検定 採択・供給 使用開始

教科書検定 採択・供給 使用開始

周知・
徹底

周知・
徹底

周知・
徹底

周知・
徹底

移行期間

移行期間

移行期間

幼
稚
園

高
等
学
校

小
学
校

中
学
校
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  ③ 資料の活用 
・問題解決に必要な資料を使って 

調べたり、考えたりする学習を 

設定する 

・考えの形成のために情報を精査 

させる 

④ 思考の整理 
・調べたことやわかったことをノ 

ートに書かせる 

・問題の解き方や考え方をノート 

に書かせる 

⑤ 説明・発表の機会の充実 
・考え方や理由を筋道立てて説明 

する学習活動を設定する 

⑥ 学び合う活動の充実 
・ねらいをはっきりさせ、新しい 

考えを、みんなで生み出す活動 

を設定する 

・考えを広げたり深めたりする活 

動を設定する 

・意見交換や議論の場を設定する 

 
⑦ 学習評価の

推進 
・一人一人の学習

状況や実現状況

を把握する 

・個に応じた手立

てや支援を行う 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学習内容 発問と予想される生徒の反応 教師の支援 

４ 「∠ＢＲＰの大きさが一
定である」ことの証明を
振り返り、条件を変えて
考える 

 
 
 
 
 
・正三角形は一定になるけど、正方形は一定にならない。 

・△ＡＢＰと△ＢＣＱは合同になる。 

・∠ＢＲＰの大きさは９０°で一定になる。 

 
 

 
 
 
 
 
・正方形の場合も 
∠ＢＲＰが一定に
なるかどうかにつ
いて、レポートにま
と め る こ と を 伝 え
る。 

知的好奇心 
の喚起 

次につながる 

振り返り 

 

活用する力を育てる 

言語活動 と 学習評価 

⑩ 落ち着いてのびのびと学べる環境づくり （学びの集団・人間関係づくり） 

※本冊子の各教科等の「授業展開例」及び「本時の指導」には下記のように【10 の視点】 
①～⑩を示し、指導・支援のポイントを記入していますのでご活用ください。 

（例：中学校数学） 

⑧ 学習を振り返 

る活動の設定 
・「振り返り」の時間を

設定し、達成感・成就

感を味わわせる 

・次の学習の課題やポイ

ントがつかめるよう

工夫する 
 

⑨ 家庭学習と連動し

た学びの定着 
・学校で学んだことが家

庭での復習や予習お

よび自主的な学習に

つながるような支援

に努める 

 

① 魅力的な課題・教材

の提示 
・自ら問いを見出し、調 

べてみたい、みんなで 

考えてみたい課題や教 

材を提示する 

・学習への見通しを持た 

せる 
 

② 体験的な学習の 

充実 
・これまで学んだことの 

つながりを意識させる 

・地域の人・もの・こと 

など日常生活とのつな

がりを意識させる 

・具体物や視聴覚教材を 

使用する 

・実験や作業を取り入れ 

る 

 

４ 授業実践のために   

正三角形で成り立つ事柄が正方形の場合でも成り立つかどうか考え、それを

説明する場面を設定することが大切です。 

（ポイント）「発展的に考える」ことができているかどうか。 

【10の視点】 
⑤説明・発表の機会の充実 

 
 
 
 
 

正方形に変えて正三角形のときと同じように点を 
結んで考えてみた場合、∠ＢＲＰの大きさについて 

同じようなことがいえるか考えてみましょう。 

鳥取県の子どもたちが、さらに伸びていくための

とっとりの 授業改革
 

みんなで創ろう！ とっとりの学び

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて
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